
第
一
節 

長
井
氏
時
代 

１ 

長
井
氏
略
系 

  

時
広 

出
羽
国
長
井
庄
地
頭
と
な
る
（
年
月
不
詳
）。
左
兵
衛
尉
、
左
衛
門
尉
、
蔵
人
、
従
五
位
上
、
関
東
評
定
衆
、
長
井
入
道
（
号
）。 

 

泰
秀 

蔵
人
、
甲
斐
守
、
正
五
位
下
、
関
東
評
定
衆
、
宮
内
熊
野
社
を
修
造
。 

 

時
秀 

備
前
守
、
宮
内
権
大
輔
、
関
東
評
定
衆
、
西
規
（
号
）、
屋
代
庄
夏
刈
に
資
福
寺
建
立
。 

 

宗
秀 

甲
斐
守
、
宮
内
大
輔
、
掃
部
頭
、
正
五
位
下
、
関
東
評
定
衆
、
成
島
八
幡
社
修
造
。 

 

貞
秀 

蔵
人
、
兵
庫
頭
、
中
務
大
輔
、
正
五
位
下
、
関
東
評
定
衆
、
宮
内
熊
野
社
再
興
。 

 

 
 

 

親
広(

寒
河
江
氏) 

建
久
三
年
（
一
一
九
二
） 

寒
河
江
庄
地
頭 

大
江
広
元 

時
広

（
１
） 

泰
秀

（
２
） 

時
秀

（
３
） 

宗
秀

（
４
） 

貞
秀

（
５
） 

広
秀

（
６
）

 

時
春

（
７
） 

広
房

（
８
） 

（
『
尊
卑 

分
脈
』） 



 

広
秀 

大
膳
大
夫
、
奥
羽
式
評
定
衆
。 

 

時
春 

治
部
権
少
輔
、
従
五
位
下
、
成
島
八
幡
社
修
造
。 

 
広
房 

鎌
倉
府
に
あ
り
、
関
東
評
定
衆
、
大
海
道
広
（
号
）、
伊
達
宗
遠
に
よ
り
置
賜
郡
を
攻
略
さ
れ
る
。 

以
上
の
如
く
長
井
氏
は
代
々
関
東
評
定
衆
と
し
て
中
央
で
要
職
に
あ
り
、
六
代
広
秀
は
奥
羽
式
評
定
衆
と
し
て
多
賀
城
に
お
か
れ
た
陸
奥
国
府
に
そ
の
職
を

占
め
て
い
る
。
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
多
賀
の
国
府
が
再
興
さ
れ
、
出
羽
国
長
井
郷
長
井
貞
宗
は
引
付
衆
と
し
て
任
命
さ
れ
執
務
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
伊

達
行
朝
（
七
代
）
は
式
評
定
衆
に
任
命
さ
れ
て
い
る
（『
東
北
の
歴
史
』）。 

第
１
表
：
長
井
氏
時
代
略
年
表 

永
長
元 

大
治
元 

文
治
五 

建
保
六 

建
保
七 

貞
応
元 

嘉
禄
元 

仁
治
二 

寛
元
元 

寛
元
二 

宝
治
元 

宝
治
二 

年

号 

一
〇
九
六 

一
一
二
六 

一
一
八
九 

一
二
一
八 

一
二
一
九 

一
二
二
二 

一
二
二
五 

一
二
四
一 

一
二
四
三 

一
二
四
四 

一
二
四
七 

一
二
四
八 

西

暦 

荒
川
次
郎
、
八
乙
女
宮
に
城
を
築
く
と
い
う
。 

藤
原
安
親
（
横
越
太
郎
、
鮎
貝
氏
の
祖
）、
横
越
に
居
を
構
え
る
と
い
う
。 

大
江
広
元
の
次
子
時
広
、
長
井
庄
の
地
頭
と
な
り
長
井
氏
を
称
す
。 

将
軍
源
実
朝
、
任
大
将
の
拝
賀
式
を
鶴
カ
岡
八
幡
社
に
挙
行
、
長
井
時
広
供
奉
す
。 

長
井
左
衛
太
夫
、
将
軍
に
前
駆
す
。 

横
越
村
大
日
堂
建
立
（
『
大
日
堂
縁
記
』）。 

 

長
井
時
広
卒
。 

鎌
倉
幕
府
御
物
沙
汰
日
詰
番
を
議
定
、
長
井
泰
秀
二
番
員
に
充
て
ら
る
。 

 

三
浦
泰
村
・
光
村
鎌
倉
幕
府
に
背
く
、
長
井
泰
秀
北
条
時
頼
の
命
に
よ
り
討
伐
に
参
加
す
。 

将
軍
頼
嗣
、
長
井
泰
秀
の
第
に
入
る
。 

記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 

  

源
頼
朝
、
平
泉
藤
原
氏
を
亡
ぼ
す
。 

   

大
江
広
元
卒
。 

  

道
元
永
平
寺
を
開
く
。 

関
係
事
項 



間年 

建
長
二 

 
建
長
五 

正
嘉
元 

文
永
二 

弘
安
四 

弘
安 

正
安
二 

乾
元
元 

嘉
元
元 

嘉
暦
三 

元
弘
二 

元
弘
三 

元
弘
四 

 

建
武
元 

建
武
二 

延
元
元 

延
元
二 

康
永
三 

貞
和
元 

 

貞
和
二 

貞
和
四 

正
平
六 

一
二
五
〇 

 

一
二
五
三 

一
二
五
七 

一
二
六
五 

一
二
八
一 

 

一
三
〇
〇 

一
三
〇
三 

一
三
〇
三 

一
三
二
八 

一
三
三
二 

一
三
三
三 

一
三
三
四 

 

一
三
三
四 

一
三
三
五 

一
三
三
六 

一
三
三
七 

一
三
四
四 

一
三
四
五 

 

（
？
） 

一
三
四
八 

一
三
五
一 

鎌
倉
幕
府
近
習
詰
番
を
定
置
、
長
井
時
秀
二
番
員
に
充
て
ら
る
。
長
井
泰
秀
、
宮
内
熊
野 

宮
を
修
造
す
。 

長
井
泰
秀
卒
。 

鎌
倉
幕
府
五
番
の
引
付
衆
を
更
定
、
長
井
時
秀
二
番
員
に
充
て
ら
る
。 

長
井
時
秀
、
鎌
倉
評
定
衆
に
加
え
ら
る
。 

 

長
井
時
秀
、
屋
代
夏
刈
に
資
福
寺
を
創
建
。 

長
井
宗
秀
、
成
島
八
幡
社
修
造
。 

長
井
宗
秀
、
越
訴
奉
行
と
な
る
。 

長
井
貞
秀
、
弟
宮
内
大
夫
等
と
宮
内
の
熊
野
宮
を
再
興
す
。 

  

南
禅
寺
伊
達
文
書
に
「
長
井
保
、
下
須
屋
」
の
地
名
あ
り
。 

長
井
広
秀
、
足
利
氏
の
政
所
執
事
に
任
ず
。
陸
奥
国
府
多
賀
に
再
興
、
伊
達
行
朝
式
評
定

衆
と
な
り
、
長
井
貞
宗
引
付
衆
と
な
る
。 

 

正
成
、
屋
代
庄
地
頭
職
と
な
る
（
楠
正
成
？
） 

  

藤
原
行
朝
（
伊
達
）、
十
王
村
関
寺
観
音
を
中
興
す
（『
米
沢
事
蹟
考
』）。 

長
井
広
秀
、
時
春
父
子
足
利
尊
氏
の
足
下
に
あ
り
。
藤
原
行
朝
（
伊
達
）
十
王
村
仏
坂
観

音
を
中
興
す
（
『
米
沢
事
蹟
考
』）。 

長
井
時
春
、
成
島
八
幡
社
を
修
理
す
。 

長
井
時
春
卒
。 

伊
達
宗
遠
、
守
永
親
王
を
奉
じ
て
陸
奥
国
府
を
復
す
。 

     

弘
安
の
役
。 

    

津
軽
の
乱
お
さ
ま
る
。 

後
醍
醐
天
皇
隠
岐
へ
流
さ
る
。 

後
醍
醐
天
皇
京
都
に
還
る
。 

  

建
武
中
興
始
る
。 

  

南
北
朝
に
分
裂
。 

足
利
尊
氏
征
夷
大
将
軍
と
な
る
。 



二
大
歳 

二
戊
子 

 

文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
源
頼
朝
に
よ
っ
て
藤
原
泰
衡
が
討
た
れ
、
安
倍
氏
、
清
原
氏
、
藤
原
氏
と
続
い
た
奥
州
俘
囚
長
的
支
配
は
こ
こ
に
終
わ
り
を
つ
げ
、

頼
朝
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
地
頭
制
度
は
東
北
地
方
の
す
み
ず
み
ま
で
及
ん
だ
。
こ
の
地
方
の
地
頭
職
に
は
鎌
倉
御
家
人
が
任
命
さ
れ
、
や
が
て
そ
の
多
く
は

一
族
を
ひ
き
つ
れ
て
移
住
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
頼
朝
の
命
に
よ
っ
て
、
長
井
庄
の
地
頭
と
な
っ
た
大
江
時
広
に
つ
い
て
は
、
関
東
方
面
に
本
領
を
持
ち

な
が
ら
各
地
の
地
頭
に
任
ぜ
ら
れ
武
士
が
直
ち
に
赴
任
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
庶
子
か
ま
た
は
そ
の
一
族
の
も
の
、
或
い
は
家
臣
を
代
官
と
し
て
派
遣
し
所

領
の
管
理
に
あ
た
ら
せ
た
と
す
る
説
（
『
東
北
の
歴
史
』）
と
、
時
広
が
当
地
に
赴
任
し
た
年
月
は
不
詳
で
あ
る
が
、
兄
親
広
（
寒
河
江
庄
地
頭
）
よ
り
早
い
時

期
に
来
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
（
『
高
畠
町
史
』）
が
あ
る
。
長
井
氏
の
遙
任
説
に
つ
い
て
は
、
宮
内
熊
野
社
の
修
造
（
二
代
泰
秀
）、
資
福
寺
の
建
立
（
三

代
時
秀
）
、
成
島
八
幡
社
修
造
（
四
代
宗
秀
）
、
熊
野
社
再
興
（
五
代
貞
秀
）、
成
島
八
幡
社
修
造
（
七
代
時
春
）
な
ど
の
事
蹟
か
ら
み
て
、
全
く
の
代
官
任
せ

で
な
く
長
井
氏
自
身
当
長
井
庄
に
赴
任
し
て
い
る
と
い
う
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
（『
高
畠
町
史
』）。
七
代
時
春
の
成
島
八
幡
社
修
造
棟
礼
は
、
次
の
通
り
で
あ

る
。 

当
庄
地
頭
大
江
朝
臣
治
部
少
輔
時
春
、
阿
闍
梨
頼
尊
壱
宇
、
貞
和 

 
 

 

 

八
月
七
日
、
大
工 

右
衛
門 

当
村
政
所
源
朝
臣 

嶋
抜
彦
七
義
総
、
僧
聖
賢
（『
高
畠
町
史
』
上
巻
） 

頼
朝
が
こ
の
地
方
を
統
治
す
る
に
あ
た
っ
て
、
鎌
倉
御
家
人
を
地
頭
と
し
て
各
地
に
配
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
前
々
か
ら
こ
の
地
方
の
豪
族
で
あ
っ
て

も
彼
の
側
に
従
っ
た
も
の
、
ま
た
平
泉
藤
原
氏
の
旧
臣
の
一
部
は
本
領
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
平
泉
藤
原
氏
を
頼
っ
て
下
向
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
藤
原
安
親
に

  文
和
五 

正
平
十
三 

正
平
二
十
三 

永
和
四 

康
暦
二 

  
一
三
五
六 

一
三
五
八 

一
三
六
八 

一
三
七
八 

一
三
八
〇 

 

足
利
直
義
、
兄
尊
氏
と
不
和
と
な
り
京
師
を
遁
れ
て
北
国
に
走
る
、
長
井
大
膳
大
夫
広 

秀
、
同
治
部
少
輔
等
こ
れ
に
従
う
。 

成
田
村
中
島
入
道
長
宗
、
神
田
そ
の
他
を
れ
う
せ
ん
房
に
譲
る
（
飯
沢
文
書
）。 

  
長
井
道
広
鎌
倉
府
頭
人
に
補
せ
ら
る
。 

長
井
広
房
、
伊
達
宗
遠
に
よ
っ
て
置
賜
の
地
を
攻
略
さ
れ
置
賜
の
長
井
氏
お
わ
る
。 

   

足
利
義
詮
征
夷
大
将
軍
と
な
る
。 

足
利
義
満
征
夷
大
将
軍
と
な
る
。 

 



つ
い
て
は
平
泉
藤
原
氏
に
よ
っ
て
当
地
方
に
配
さ
れ
、
横
越
に
居
を
定
め
横
越
氏
を
称
し
、
平
泉
藤
原
氏
滅
亡
後
も
そ
の
存
続
を
許
さ
れ
、
後
に
鮎
貝
に
移
り

鮎
貝
氏
と
称
し
た
と
さ
れ
る
が
（
『
鮎
貝
の
歴
史
』
）
、
当
地
に
於
い
て
史
料
は
皆
無
で
あ
る
。
遺
構
と
さ
れ
る
横
越
舘
（
詳
し
く
は
本
章
第
三
節
第
２
項
）
は

中
世
の
館
跡
と
し
て
は
典
型
的
な
も
の
で
、
規
模
は
壕
・
土
塁
を
め
ぐ
ら
し
た
中
館
、
そ
の
正
面
に
東
町
と
称
す
る
町
割
が
あ
り
、
前
方
が
前
田
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
北
館
、
西
館
、
北
小
路
、
南
小
路
が
あ
る
。
中
館
の
地
は
現
在
、
曹
洞
宗
高
徳
寺
の
境
内
及
び
畠
地
と
な
っ
て
い
る
。
横
越
館
、
に
関

連
す
る
も
の
と
し
て
、
鮎
貝
城
の
支
城
高
玉
館
が
あ
り
、
そ
の
館
造
り
は
横
越
館
に
非
常
に
似
て
い
る
。 

２ 

長
井
氏
時
代 

長
井
市
成
田
の
飯
沢
新
栄
氏
文
書
の
中
に
文
和
五
年
（
北
朝
、
一
三
五
六
）
の
も
の
が
一
通
あ
っ
て
、
県
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。
文
和
は
北
朝
年
号

で
、
長
井
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
時
代
の
文
書
で
あ
る
。 

定
ゆ
つ
り
し
や
う
の
志
た
い
の
事 

右
件
之
状
、
下
長
井
志
や
う
、
な
り
田
の
村
、
若
宮
八
幡
宮
、
御
神
田
一
丁
目
三
段
、
同
み
や
さ
い
け
一
宇 

の
所
、
大
膳
大
夫
殿
へ
、
大
し
や
う
御
遣
の 

御
は
ん
を
申
く
た
し
給
候
て
、
志
ん
と
う
く
ん
し
ひ
遣
つ
な
神
主
た
る
へ
き
よ
し
の
、
御
あ
ん
と
の
御
は
ん 

を
申
下
給
候
て
、
長
宗
ま
て
は
九
代
さ
う
て 

ん
の
所
な
り
、
い
ま
子
共
あ
ま
た
候
へ
と
も
、
れ
う
せ
ん
房
に
一
宇
の
こ
る
と
こ
ろ
な
く
ゆ
つ
り
候
な
り
、 

又
、
神
つ
き
た
ら
は
、
先
例
に
ま
か
せ
て
一 

ふ
ん
も
を
こ
た
ら
す
、
つ
と
め
ら
れ
候
へ
く
候
な
り 

仍
後
日
せ
う
も
ん
た
め
に
ゆ
つ
り
状
如
件 

 
 

第１図：長宋譲状  （飯沢新栄氏蔵） 



中
嶋
入
道
長
宗 

文
和
五
年 

 

正
月
十
三
日 

れ
う
せ
ん
房
へ 

飯
沢
家
は
、
伊
達
氏
時
代
、
鮎
貝
氏
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
他
の
文
書
で
わ
か
り
、
こ
の
文
書
の
保
存
よ
り
推
し
て
、
鎌
倉
時
代
か
ら
の
旧
家
と 

推
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
譲
証
文
を
書
い
た
中
島
入
道
長
宗
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
知
る
由
も
な
い
が
、
長
宗
ま
で
九
代
相
伝
と
あ
り
大
将
家
か
ら
安
堵

状
を
受
け
て
い
る
こ
と
よ
り
、
鎌
倉
初
期
か
ら
成
田
村
若
宮
八
幡
宮
の
神
主
の
よ
う
な
家
柄
で
、
か
な
り
の
勢
力
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

譲
り
受
け
た
れ
う
せ
ん
房
に
つ
い
て
も
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
先
例
に
ま
か
せ
て
一
分
も
怠
ら
ず
神
へ
の
つ
と
め
を
果
し
て
く
れ
る
よ
う
に
、
と
あ
る
か
ら
こ

れ
も
中
島
長
宗
と
同
様
神
官
と
思
え
る
。
文
和
五
年
は
延
文
と
な
っ
た
年
で
あ
り
、
南
朝
年
号
で
は
正
平
十
一
年
で
、
こ
の
頃
は
南
朝
、
北
朝
争
乱
の
最
中
で

あ
り
、
東
北
の
地
に
於
い
て
も
南
朝
方
、
北
朝
方
に
分
か
れ
同
族
間
で
総
領
と
庶
子
が
相
争
っ
た
時
期
で
あ
る
。 

従
来
、
長
井
氏
が
置
賜
の
地
か
ら
姿
を
消
し
た
の
は
康
暦
二
年
（
天
授
六
年
、
一
三
八
〇
）
で
、
伊
達
宗
遠
（
八
代
）
に
よ
っ
て
亡
ぼ
さ
れ
た
と
さ
れ
て
き

た
が
、
実
際
は
こ
れ
よ
り
約
四
、
五
十
年
も
前
か
ら
伊
達
氏
の
手
が
置
賜
の
地
に
伸
び
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
入
間
田
宣
夫
氏
（
山
形

大
学
）
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
南
禅
寺
伊
達
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
拠
る
と
、
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
伊
達
道
西
安
堵
申
状
の
中
に
「
長
井
保
、
下
須
屋
」

の
地
名
が
あ
り
（
保
と
は
荒
野
の
開
発
な
ど
に
よ
っ
て
成
立
す
る
国
衙
領
内
の
私
領
の
こ
と
で
本
来
は
公
領
で
あ
る
。）、「
長
井
保
、
下
須
屋
」
は
現
在
の
と

こ
ろ
ど
こ
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
置
賜
郡
内
に
在
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
理
由
の
二
は
、
当
町
十
王
の
関
寺
観
音
が
康
永
三
年
（
北
朝
年
号
、
一
三

四
四
）
伊
達
行
朝
（
七
代
）
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
十
王
は
お
そ
ら
く
荒
砥
郷
の
一
部
で
あ
り
、
荒
砥
郷
の
地
頭
は

不
明
で
あ
る
に
し
て
も
、
既
に
伊
達
氏
の
勢
力
下
に
入
っ
た
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
長
井
氏
領
置
賜
の
地
は
、
北
朝
方
の
勢
力
下
で
あ
っ
た
が
、
南
北
朝
争
乱

と
い
う
社
会
情
勢
の
中
で
伊
達
氏
（
南
朝
方
）
の
手
が
入
る
だ
け
の
要
因
が
出
来
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
伊
達
氏
は
東
北
に
於
い
て
有
力
な
南
朝
勢
力
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
王
の
二
つ
の
観
音
堂
再
興
に
な
ぜ
北
朝
年
号
を
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
長
井
氏
が
北
朝
方
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
北
朝
年
号
で
伝
え

ら
れ
て
き
た
も
の
か
（
南
、
北
朝
年
号
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
の
勢
力
分
野
を
知
る
た
め
の
絶
対
条
件
と
は
な
ら
な
い
と
言
う
説
が
あ
る
。） 

理
由
の
三
、『
赤
湯
町
史
』
は
赤
湯
東
昌
寺
北
山
腹
の
板
碑
銘
に
因
っ
て
、「
当
時
置
賜
地
方
は
伊
達
領
の
延
長
地
で
、
米
沢
に
覇
を
な
し
た
大
江
の
一
族
長

井
氏
と
は
全
然
別
領
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
（
川
崎
浩
良
説
）。」
と
す
る
考
え
も
十
分
成
り
立
つ
と
し
て
お
り
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
よ
う
に

置
賜
は
長
井
氏
の
全
域
支
配
で
な
く
、
長
井
氏
、
伊
達
氏
の
両
勢
力
が
置
賜
盆
地
を
割
拠
し
て
支
配
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

ひ
の
へ さ

る 



南
北
朝
争
乱
の
中
で
、
地
方
の
有
力
豪
族
は
互
に
勢
力
の
拡
大
を
は
か
っ
て
争
っ
て
い
た
。
康
暦
二
年
（
南
朝
年
号
天
授
六
年
、
一
三
八
〇
）
伊
達
宗
遠
（
八

代
）
は
、
置
賜
地
方
に
侵
入
し
長
井
氏
の
勢
力
を
駆
逐
し
た
と
い
う
。
こ
の
置
賜
の
地
か
ら
の
長
井
氏
の
滅
亡
と
伊
達
氏
の
置
賜
領
有
始
期
に
つ
い
て
、
諸
氏

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
「
奥
羽
編
年
資
料
」 

八
代
宗
遠
、
康
暦
二
年
十
月
置
賜
郡
攻
略
説
。 

 

「
伊
達
世
次
考
」 

宗
遠
攻
略
説
。 

 

「
伊
達
文
書
」 

 

康
暦
二
年
十
月
攻
略
説
、
康
暦
二
年
七
月
二
十
五
日
、
伊
達
氏
の
将
茂
庭
行
朝
の
置
賜
侵
入
。
十

月
八
日
付
、
鴇
谷
郷
の
安
堵 

 

状(

『
旧
県
史
』)
。 

 

「
米
沢
里
人
談
」 

九
代
大
膳
大
夫
政
宗
の
至
徳
年
代
（
一
三
八
四
～
一
三
八
七
）
攻
略
説
。 

 

「
米
府
鹿
子
」 

 

同
右
説
。 

こ
の
よ
う
に
諸
説
あ
る
が
、
宗
遠
の
成
島
八
幡
社
拝
殿
建
立
（
永
徳
三
年
六
月
一
日
棟
札
）、
大
膳
大
夫
政
宗
の
成
島
八
幡
社
随
身
門
建
立
（
明
徳
元
年
十

月
八
日
棟
札
）
な
ど
の
事
蹟
と
、
康
暦
二
年
十
月
八
日
石
田
左
京
亮
に
対
す
る
宗
遠
の
「
長
井
庄
鴇
谷
郷
の
安
堵
状
」
と
を
考
え
た
場
合
、
宗
遠
か
ら
政
宗
の

代
に
か
け
て
置
賜
地
方
は
伊
達
の
領
有
に
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
争
い
に
よ
っ
て
戦
死
し
た
者
の
霊
を
弔
う
た
め
に
、
長
井
市
歌
丸
に
新
田

に

っ

た

の
墓
、

六
本
仏
、
一
本
仏
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。 

   

第二節 伊

達氏時代 


